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賛 助 窮 Ⅰ
茸 散 期 間 昭和16年刃【月26日乃重岡17年IV月25日､｢計100日間JD
供 斡 最 適 ｢シミ｣LcpismasaccharinaLinnaeuS.の威鼻,京都韓6匹と水原｢朝鮮｣産
ー 1 6匹､計12匹使用した｡ -












1)./｣､を各 1枚づ 計ゝ 3枚入れ､｢シミ｣を 1;





























常 数 r第 ⅠⅠ
驚 除 期 間 昭和17年Ⅵ月25日乃至同
年Ⅷ月3日,｢計100日間｣｡
敬





供 訳 解 料 資験第Ⅰに同じO
飼 育 容 器 同















記 録 第 Ⅰ 表
28
C>四 且~40 10_45 0.0 ･6匹 trl5.10 ･().ll ･0.0
9 〟 請.00 0,00 0.0 I,/ A.3.40 0.0 0.0
小計 6匹 4.80 0.00 0.0 6四 99.70 0.0 0.0
rJtLC 0.00 d1.50 0.0 (iTZk. Gr).00 0.0 0.0
雪ミ(京都及び水原産)の自然楓度固執 こ於ける蝕掛 こ朋する記録ヽ
(昭和17咋1V月T3重 昭和17年Ⅷ月調査) b,
配 線一節 井 衷
29
小計 9一歩 9.00 0.ユ0 0.0 7匹 . 註乳00 0.0 0.0 叫 08
加シミ(涼郁及び水原産)の自然租度飼育に於ける蝕害に闘する記録
(昭和17年Ⅳ月乃至 昭和17年Ⅷ月調査)
言己 鉄 筋 招 表
苛ス )ー ン 空;'V.匪 準 恒 -ー
().() 0.90
().∩ 0.0











節.町何 ,/血 ヰ 0.40 ltOl1
7.軍0 ∴わ.tPJ
32
昭和17年Ⅷ.ユ主節 ､Ⅸ固 ､_/nJデイ ユ23 1/)･I 0.0 ユ匹 ll.90 .31.05:jO74'01'329日Iq9Lq6ll6098 78
0.90
･わ.o








寛 除 瑚 問 質晩節Ⅱに同じ｡
横 試 毘 鹿 茸験欝Ⅰと同様なれども､本寛験では,京都塵｢シミ｣3堪､水原塵｢シミJ
31Ji,計 6-班使用したO
横 訊 別 科 賓敵軍Ⅰに同じ.
飼 育 容 器 同
飼 育 桑 茸駄第正に同じo
湿 度 同1
嘗験算Ⅰと同株の横紙蝕を使用したが､本音験では､供試餌料､｢ス･フ｣.和紙､｢モス1)ンJ.









































鏑 間 後 記
防蝕科畢第四朗54頁｢昭和15年｣1940･
｢終り｣
